
 

改善方策

     10月      2 月

ｈ
達成値

ｈ
達成値

イ ロ ハ

市標準学力調査（NRT）[知識・情報，思考力]

児童アンケート「学び合いを通して，自分の意見を友達
に伝えることができましたか。」[表現力，主体性]

偏差値平均前年度以
上
(同一集団による比較）

肯定的評価80%以上

前年度偏差
値48.6

本年度偏差
値49.3

88％ 89％

101%

111% A

学校全体の偏差値平均は，前
年度より0.7ポイント向上させ
ることができた。学年でみる
と，4学級中2学級が前年度を
上回った。授業改善やアシスト
シートを活用した成果が出た
のではないかと考える。

表現力，主体性をみとる児童
アンケートは，肯定的評価
90％前後で推移している。
自分の考えを友達に伝えるこ
とができるようになってきてい
る。しかし，自分の考えを学級
全体に交流することには課題
がある。

帯タイムにおいて，国語と算数の文
法や四則計算など基礎基本の問題
に取り組み，確実に定着させ，ス
モールステップで長文問題に取り
組ませていく。制限時間も設定し，
読む・解くスピードを上げていく。

引き続き，学び合いで自分の考え
を伝えることに自信を持たせ，授業
の中で，全体に分かり易く説明する
場を設定し，表現力のさらなる向上
を目指す。
ICTを活用した授業づくりを行う。

読書量（1年間の読書冊数）
1・2年生100冊，3年生90冊，4・5・6年生80冊

達成した児童の割合
70％以上 49% 34% 49% D

低学年の目標冊数を達成でき
た児童は，45％，中学年27，
高学年29％であった。
朝読書や給食準備の時間に
落ち着いて，読書をすることが
できる児童が増えてきた。
達成できなかった要因に，学
級文庫がカウントされていない
ことや児童の実態に対しての
目標が高すぎたことが考えら
れる。

図書を借りる時間を確保したり，
教師からＢｏｏｋトークをしたりし，
読書活動の啓発に努める。
図書館司書，司書教諭，委員
会，読み語りボランティアが連携
して，読書意欲を高める環境づく
りや取組を行う。達成した児童を
表彰するなど来年度への意欲に
つなげる。

基本的生活習慣の定
着を図る。

・児童アンケート「決めた時刻に寝ていますか」「毎日，
朝食を食べていますか」（4段階3以上）（4月・9月・1月）

肯定的評価
80％以上

早寝
71％

朝ごはん
95％

早寝
68％

朝ごはん
94％

早寝
85％

朝ごはん
118％

B

A

発達段階に即した系統的な内容
で保健指導を実施した。児童保
健給食委員会では掲示物の作
成，インタビュー及び放送など，
睡眠を中心とした取組を行った。
また，保健だよりに生活習慣の
定着に関する内容を掲載し，保
護者への啓発を行った。しかし，
高学年だけでなく低学年も就寝
時刻が遅い傾向が見られる。

生活習慣の定着に向けて系統的な
保健指導を実施する。実態に応じ
てメディアとの付き合い方等にも触
れ生活の改善につなげていくととも
に，個別の指導も行い定着を図る。
また，保健給食委員会でも基本的
な生活習慣の重要性について全校
に発信していく。保護者へも保健だ
より等を活用し，粘り強く啓発する。

体力の向上を図り,体を
動かすことが楽しいと
感じる児童を育成す
る。

・体力テスト「握力」の結果（6月・1月）

・児童アンケート「週3日以上外遊びをしていますか」
「なわとびが楽しいですか」（4段階3以上）（4月・9月・1
月）

・6月の数値を1月に上回
る児童　90％以上

・肯定的評価　80％以上

ー

外遊び
7５％

なわとび
7１％

６月比
握力
92%

外遊び
77％

なわとび
79％

握力
102％

外遊び
96％

なわとび
99％

A

B

B

体育の授業やレクリエー
ションで使える運動につい
て職員研修を行った。また
朝の会でグーパー運動を
取り入れたり，宿題として
実施させたりして継続した
取組を行った。その結果，
1月には多くの児童が6月
の数値を上回った。
なわとびカードの活用やな
わとび台の設置，担任の
声かけ等により休憩時間
に外で積極的に体を動か
す児童が増えている。

今後も職員研修を行い，体育
の授業の充実を図る。また，
休憩時間に学級で目標を決
めて取り組むなど，指導方法
を工夫し楽しく体を動かすこ
とができるようにしていく。
体育授業や休憩時間等，
様々な場面を活用し「体を動
かすことが楽しい」「運動が好
き」という気持ちを育み，体力
の向上につなげていく。

地域・保護者が有する教
育力との連携を図り，地
域に開かれた教育課程
の実現を目指す。

地域の教材化と地域GT招聘の実施回数による評価 各学年年間２回以上
100%

（１学期末現在
でのべ８回実

施）

100%
(2学期末で
１３回実施）

１００％
（各学年２回
以上達成）

Ａ

教職員の長時間勤務
を縮減し，健康で生き
生きとやりがいをもって
勤務できる環境づくり
を推進する。

市の「学校における働き方取組方針」の「勤務上限の
目安時間」の達成（時間外の勤務時間が，月４５時間
を超えない。）

100％達成 87% 88% 88% B

ａ　学校教育目標
自らの夢に向かって考え，行動できる子供の育成
－自ら伸びる　ともに伸びる－

ｂ　経営理念
ミッション・ビジョン

【ミッション】（自校の使命）
　自分で考え，みんなと考え，行動できる児童の育成
【ビジョン】（自校の将来像）
　児童，教職員，保護者が「自ら伸びる　ともに伸びる」という教育風土を持った学校
・基礎・基本が定着し，児童が主体的・対話的に深く学ぶ姿がある学校
・児童が夢や志をもち，安心して生活できる学校

ｇ
目標値

ｉ
達成度

n
改善方策

l   評 価
c　中期経営目標 ｄ　短期経営目標

令和4年度　　学校評価表 （　 最終　） 学校名 　三原市立本郷西小学校 校番（　１８　）

ｊ
評
価

ｋ
結果と課題の分析

評価計画 自己評価 学校関係者評価

ｅ　目標達成のための方策 ｆ　評価項目・指標

○

m
コメント

確
か
な
学
力

基礎学力の定
着を図り，主
体的に学ぶ力
を育成する。

基礎学力の定着を図
る。

「話す活動」「書く活動」の充実
すくすくタイム・のびのびタイム
実施

国語科・算数科・理科の単元末テストの結果（各学期）
・工夫をしながら，基
礎学力の定着を図れ
るよう取り組まれてい
てすばらしい。

・学び合いの取組が
成果にも表れていると
思います。

・読書については,本
の内容やページ数も
あると思うので，評価
は難しい。

・読書習慣化を目指し
た取組については，
指標が適切である
か，検討してもよいと
思います。

「学び続ける」ためのコ
ンピテンシー（知識・情
報，思考力，表現力，
主体性）を育成する。

コンピテンシーの育成を目指し
た授業改善

読書の習慣化を目指した取組
の充実

各学期　各教科
平均85点以上

国語85.9
算数80

理科87.7
B

国語と理科では，目標値を達成する
ことができたが，算数は達成するこ
とができなかった。算数の思考・判
断・表現の問題が平均点74で課題
がある。個人差も大きく，思考・判
断・表現の問題を解くための基礎が
定着していない。また，解くスピード
も遅く，無回答になってしまう児童が
多い。

国語87
算数80.7
理科86.5

国語102%
算数95%
理科102%

研究の柱に沿って，授業改善を行
い，学ぶ意欲の向上と確実な学力
の定着を目指す。
教職員が協力して，TTや個別指導
などを行う。

○
○

豊
か
な
心
の
育
成

自分を愛し，
共感する力や
思いやりの
心，協力し合う
態度を育て
る。

集団として必要な基本的
な生活習慣の定着と幼
保小中連携の充実を図
る。

「挨拶」「返事」「靴そろえ」の強
化月間の実施

教職員及び児童アンケートによる評価「４段階３評価
以上」（４月・９月・１月）

肯定的評価全項目平
均８０％以上 119% A

生涯にわたる
健康に対する
高い意識を育
て，体力の向
上を図る。

「早寝」「朝ごはん」の取組の実
施

・目標値の80%を達成することができ
た。児童会を中心に，毎月目標を立
てて取り組むことができた。挨拶運
動をしたり，挨拶名人を放送したり
するなど取り組みをすることが児童
の意欲につながったのではないか
と考える。

・児童自身が気になっている事につい
て委員会で話し合いを行い，毎月の
目標にして継続して取り組むことがで
きた。来年度も児童会を中心に児童
が意識しながら生活することができる
よう取り組んでいきたい。

83%83%

○
○
○

・取組が集団づくりにつ
ながり成果として表れて
いると思います。
・キラキラカードの取組が
よくできていた。他者のよ
さに気づく力・認める力・
肯定感等豊かな心の育
成につながるものだと思
います。
・キラキラカードの取組み
を継続し定着しているこ
とがよい。

自分を愛する心や思いや
りの心，態度を育てる。

お互いを認め合う活動の充実
児童アンケートによる評価「自分にはよいところがあ
る」（４段階３評価以上）（４月・９月・１月）

肯定的評価全項目平
均８０％以上

92% 95%

業
務
改
善

働
き
方
改
革

学習指導要領
改訂や新たな
教育課題等に
適切に対応で
きる学校体制
を構築し，教
育の質の向上
を図る。

地域の教材化，地域人材活用
の推進

・各学年予定通り地域の教
材化とＧＴの招聘を行うこ
とができ，地域への愛着を
もつ活動を行うことができ
た。

・月４５時間を超えないよう
に働きかけたが，４５ｈを超
えてしまうことが多い。.し
かし，勤務時間外の平均
時間は短くなっている。

・今後も，地域の教材化や地域
人材の活用を進め，児童の郷土
愛を育むとともに，学校外の人に
接する機会をもつことで，児童が
多様な価値観に触れる場を提供
していく。

・水曜日の定時退校日の完全実
施や学期末の成績処理時間を確
保する等，業務改善に努め，月
の途中で職員全体の勤務時間を
確認し声かけ等を行っていく。

104% A

・目標値の80%を達成することができ
た。児童会を中心に，キラキラカー
ドの取組を継続して行っており，目
標枚数を設定したり，放送して知ら
せたりすることによって児童同士の
肯定的な評価につながっていると考
える。

・今年度は目標枚数を設定し，児童
会を中心に毎日キラキラカードの枚
数やカードについて放送する取組を
継続して行った。来年度もいろいろな
取組を取り入れながら児童の自己肯
定感を高める取組を行っていきたい。

健
や
か
な
体
の
育
成

○
○

○

・地域とのつながりを大
切にしながら取組まれて
いることは素晴らしいこと
だと思います。

・先生方が健康でいるこ
とが児童により良い学び
の環境を提供できる。今
後も努力をお願いしま
す。

成績処理や教材研究の時間の確
保，業務のシェアリング推進，業務
改善の継続的実施

○
○

○

・朝食摂取ができていな
い児童が約５％いること
が気になります。
基本的生活習慣の定着
は家庭の力が大きく影響
すると思います。取組を
継続してください。

・基本的生活習慣が学
力・体力の土台となるの
は，就学前も同じなの
で，保育所も根気よく取
組むことを思った。

・体育授業の工夫及び改善

・外遊びやなわとびの奨励

【ｊ：自己評価 評価】
Ａ：１００≦（目標達成） B：８０≦（ほぼ達成）
＜１００

【ｌ：学校関係者評価 評価】
イ：自己評価は適正である。 ロ：自己評価は適正でない。
ハ：分からない。

別紙様式１


